
(57)【要約】

【課題】電気的なショート・オープン検査により、対向

電極間のずれ量の良否判定を容易に行うことができるよ

うにする。

【解決手段】第１回路基板１０側の電極端子群１２と第

２回路基板２０側の電極端子群２０とを異方性導電材を

介して電気的・機械的に接続するにあたって、いずれか

一方の例えば電極端子群２０に含まれる端部電極端子２

２ａ，２２ｎの各々に、その端部電極端子の電極端子群

の中心側の内縁ＩＥに沿う内縁延長線と端部電極端子の

外縁ＯＥに沿う外縁延長線とで挟まれる端部電極端子延

長領域であって、かつ、いずれか他方の電極端子群１２

に含まれる相手方端部電極端子１２ａ，１２ｎが重ねら

れる領域内に、端部電極端子２２ａ，２２ｎよりも狭い

ずれ許容幅を有するずれ量検出電極４１Ｌ，４１Ｒを形

成し、端部電極端子２２ａ－ずれ量検出電極４１Ｌ間お

よび端部電極端子２２ｎ－ずれ量検出電極４１Ｒ間のシ

ョート・オープン検査により、ずれ量の良否判定を可能

とした。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
短 冊 状 の 電 極 端 子 が 所 定 の ピ ッ チ で 配 列 さ れ た 第 １ 電 極 端 子 群 を 有 す る 第 １ 回 路 基 板 と 、
上 記 第 １ 電 極 端 子 群 に 対 応 す る 第 ２ 電 極 端 子 群 を 有 す る 第 ２ 回 路 基 板 と を 含 み 、 上 記 第 １
電 極 端 子 群 と 上 記 第 ２ 電 極 端 子 群 と を 異 方 性 導 電 材 を 介 し て 電 気 的 ・ 機 械 的 に 接 続 す る 回
路 基 板 の 接 続 構 造 に お い て 、
い ず れ か 一 方 の 上 記 電 極 端 子 群 に 含 ま れ る 電 極 端 子 の う ち 、 少 な く と も 両 端 に 配 置 さ れ る
端 部 電 極 端 子 の 各 々 に 、 上 記 電 極 端 子 群 の 配 列 方 向 に 沿 う 上 記 両 回 路 基 板 間 の 相 対 的 な ず
れ 量 を 電 気 的 に 検 出 す る ず れ 量 検 出 手 段 が 設 け ら れ て お り 、
上 記 ず れ 量 検 出 手 段 が 、 上 記 端 部 電 極 端 子 の 電 極 端 子 群 の 中 心 側 の 内 縁 に 沿 う 内 縁 延 長 線
と 上 記 端 部 電 極 端 子 の 外 縁 に 沿 う 外 縁 延 長 線 と で 挟 ま れ る 端 部 電 極 端 子 延 長 領 域 で あ っ て
、 か つ 、 い ず れ か 他 方 の 上 記 電 極 端 子 群 に 含 ま れ る 相 手 方 端 部 電 極 端 子 が 重 ね ら れ る 領 域
内 に お い て 、 上 記 端 部 電 極 端 子 よ り も 狭 い 幅 を も っ て 上 記 端 部 電 極 端 子 と は 電 気 的 に 絶 縁
し て 形 成 さ れ た ず れ 量 検 出 電 極 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 端 部 電 極 端 子 の 一 部 分 お よ び 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 の 一 部 分 が 、 そ れ ぞ れ 上 記 相 手 方 端
部 電 極 端 子 が 重 ね ら れ る 領 域 の 外 側 に 引 き 出 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 基 板 の 接 続
構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ず れ 量 検 出 電 極 が 上 記 内 縁 延 長 線 に 接 し て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
回 路 基 板 の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と 、 上 記 外 縁 延 長 線 と の 間 に は 、 ず れ 量 の 検 出 に 関 与 し な い ダ ミ ー 電
極 が 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と は 独 立 し て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 路 基 板 の 接 続 構
造 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 ず れ 量 検 出 電 極 が 、 そ の 中 心 線 が 上 記 端 部 電 極 端 子 の 中 心 線 上 に 合 致 す る よ う に 配 置
さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 回 路 基 板 の 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 回 路 基 板 の 接 続 構 造 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く 言 え ば 、 ２ 枚 の 回 路 基 板 に 形 成 さ れ
て い る 電 極 端 子 群 同 士 を 異 方 性 導 電 材 を 介 し て 電 気 的 ・ 機 械 的 に 接 続 す る 際 の ず れ 量 検 出
手 段 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
回 路 基 板 の 接 続 例 と し て 、 液 晶 表 示 素 子 の 分 野 に つ い て 説 明 す る と 、 液 晶 パ ネ ル の 端 子 部
に は 、 Ｔ Ｃ Ｐ （ ｔ ａ ｐ ｅ 　 ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ 　 ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ ） や Ｃ Ｏ Ｆ （ ｃ ｈ ｉ ｐ 　 ｏ ｎ
　 ｆ ｉ ｌ ｍ ） な ど の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 介 し て 制 御 回 路 基 板 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
液 晶 パ ネ ル の 端 子 部 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 接 続 お よ び フ レ キ シ ブ ル 基 板 と 制 御 回 路 基 板 と
の 接 続 に は 、 多 数 の 電 極 端 子 同 士 を 一 括 し て 電 気 的 ・ 機 械 的 に 接 続 す る こ と が で き る 異 方
性 導 電 材 が 多 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
異 方 性 導 電 材 と は 、 例 え ば 熱 硬 化 性 樹 脂 内 に 多 数 の 導 電 粒 子 が 分 散 さ れ て お り 、 熱 圧 着 す
る こ と に よ り 単 一 方 向 の 導 電 性 を 示 す 電 気 接 続 手 段 で 、 樹 脂 の 接 着 力 を 利 用 し た 機 械 的 な
接 続 手 段 で も あ る 。 異 方 性 導 電 材 に は 、 フ ィ ル ム 状 と し た 異 方 性 導 電 膜 と 液 状 と し た 異 方
性 導 電 樹 脂 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
異 方 性 導 電 材 に よ る 接 続 で は 、 一 方 の 回 路 基 板 の 電 極 面 と 他 方 の 回 路 基 板 の 電 極 面 と の 間
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に 例 え ば 異 方 性 導 電 膜 を 配 置 し て 、 そ れ ら の 各 電 極 面 同 士 を 重 ね 合 わ せ て 接 続 す る こ と に
な る た め 、 そ の 片 側 が 液 晶 パ ネ ル の 端 子 部 の よ う に 透 明 基 板 で あ る 場 合 を 除 い て 、 そ の 接
続 状 態 を 目 視 に て 検 査 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 検 査 方 法 と し て 、 ピ ー ル 力 （ 接 続 部 分 の 引 き 剥 が し 力 ） の 強 弱 や 、 樹 脂 の は み 出 し 方
な ど で 圧 着 状 態 を 検 査 す る 方 法 が 古 く か ら 知 ら れ て い る が 、 こ れ ら の 方 法 で は 、 対 向 電 極
間 が 接 続 さ れ て い る か ど う か を 検 査 す る こ と は 困 難 で あ る た め 、 多 分 に 信 頼 性 に 乏 し く 確
実 な 検 査 方 法 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
な お 、 圧 着 後 に お い て 、 各 電 極 に 実 際 に 検 査 信 号 を 印 加 し て 対 向 電 極 間 の 導 通 の 有 無 を 調
べ る 方 法 も あ る が 、 こ れ に は 各 回 路 基 板 ご と に 例 え ば コ ネ ク タ な ど の 専 用 の 治 具 が 必 要 で
あ り 、 ま た 、 電 極 の 本 数 が 多 い 場 合 に は 、 検 査 時 間 が 長 く な る た め 、 好 ま し い 検 査 方 法 と
は 言 え な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 出 願 人 は 、 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に お い て 、 電 極 本 数 な ど に 関 わ ら ず に 、 対
向 電 極 間 の 接 続 状 態 を 簡 単 か つ 確 実 に 電 気 的 に 検 査 で き る 技 術 を 先 に 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 先 行 技 術 で は 、 一 方 の 回 路 基 板 の 電 極 端 子 群 の 両 側 に 、 互 い に 離 間 さ れ た 一 対 の 検 出
電 極 を 形 成 し 、 他 方 の 回 路 基 板 の 電 極 端 子 群 の 両 側 に は 、 正 規 の 位 置 合 わ せ 時 に 上 記 一 対
の 検 出 電 極 間 に 配 置 さ れ る 導 通 用 電 極 を 形 成 し て 、 各 電 極 端 子 群 間 の ず れ が 上 記 一 対 の 検
出 電 極 と 導 通 用 電 極 と に 反 映 す る よ う に し て お り 、 こ れ に よ れ ば 、 圧 着 後 に 上 記 一 対 の 検
出 電 極 に プ ロ ー ブ を 当 て て 、 そ の 検 出 電 極 間 の 導 通 状 態 を 測 定 す る こ と に よ り 、 対 向 電 極
間 の 接 続 の 有 無 を 検 査 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ０ １ １ ３ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ６ に 、 異 方 性 導 電 材 ３ を 介 し て 圧 着 さ れ た 第 １ 回 路 基 板 １ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ の 接 続 部 分
を 模 式 的 に 拡 大 し て 示 す 。 こ の よ う に 、 第 １ 回 路 基 板 １ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ の 対 向 電 極 １ ａ
， ２ ａ は 、 異 方 性 導 電 材 ３ に 含 ま れ て い る 導 電 粒 子 ３ ａ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ 間 に 存 在 す る 導 電 粒 子 ３ ａ の 個 数 が 多 い ほ ど 、 確 実 な 電 気 的 接 続 状 態
が 得 ら れ る が 、 第 １ 回 路 基 板 １ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ と が ず れ て 、 極 端 な 場 合 、 対 向 電 極 １ ａ
， ２ ａ 間 に 存 在 す る 導 電 粒 子 ３ ａ が １ 個 に な っ た と き で も 、 対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ は 導 通 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し な が ら 、 位 置 ず れ に よ り 対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ 間 に 存 在 す る 導 電 粒 子 ３ ａ の 数 が 少 な
く な る と 、 長 期 間 に わ た っ て の 接 続 の 信 頼 性 が 低 下 し て し ま う 。 し た が っ て 、 長 期 間 に わ
た っ て 接 続 の 高 い 信 頼 性 を 得 る に は 、 対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ 間 に 所 定 数 の 導 電 粒 子 ３ ａ が 存
在 し 得 る よ う な 対 向 面 積 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 、 対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ 間 の ず れ 量 が 所 定 値 以 下 で あ る こ と が 必 要 と さ れ る が 、 上
記 先 行 技 術 で は 、 対 向 電 極 １ ａ ， ２ ａ 間 の 接 続 の 有 無 は 検 査 し 得 る も の の 、 対 向 電 極 １ ａ
， ２ ａ 間 の ず れ 量 ま で を 正 確 に 検 査 す る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 対 向 電 極 間 の ず
れ 量 を 電 気 的 に 容 易 に 検 査 で き る ず れ 量 検 出 手 段 を 備 え た 回 路 基 板 の 接 続 構 造 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 短 冊 状 の 電 極 端 子 が 所 定 の ピ ッ チ で 配 列 さ れ た 第 １
電 極 端 子 群 を 有 す る 第 １ 回 路 基 板 と 、 上 記 第 １ 電 極 端 子 群 に 対 応 す る 第 ２ 電 極 端 子 群 を 有
す る 第 ２ 回 路 基 板 と を 含 み 、 上 記 第 １ 電 極 端 子 群 と 上 記 第 ２ 電 極 端 子 群 と を 異 方 性 導 電 材
を 介 し て 電 気 的 ・ 機 械 的 に 接 続 す る 回 路 基 板 の 接 続 構 造 に お い て 、 い ず れ か 一 方 の 上 記 電
極 端 子 群 に 含 ま れ る 電 極 端 子 の う ち 、 少 な く と も 両 端 に 配 置 さ れ る 端 部 電 極 端 子 の 各 々 に
、 上 記 電 極 端 子 群 の 配 列 方 向 に 沿 う 上 記 両 回 路 基 板 間 の 相 対 的 な ず れ 量 を 電 気 的 に 検 出 す
る ず れ 量 検 出 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 ず れ 量 検 出 手 段 が 、 上 記 端 部 電 極 端 子 の 電 極 端
子 群 の 中 心 側 の 内 縁 に 沿 う 内 縁 延 長 線 と 上 記 端 部 電 極 端 子 の 外 縁 に 沿 う 外 縁 延 長 線 と で 挟
ま れ る 端 部 電 極 端 子 延 長 領 域 で あ っ て 、 か つ 、 い ず れ か 他 方 の 上 記 電 極 端 子 群 に 含 ま れ る
相 手 方 端 部 電 極 端 子 が 重 ね ら れ る 領 域 内 に お い て 、 上 記 端 部 電 極 端 子 よ り も 狭 い 幅 を も っ
て 上 記 端 部 電 極 端 子 と は 電 気 的 に 絶 縁 し て 形 成 さ れ た ず れ 量 検 出 電 極 を 備 え て い る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 相 手 方 端 部 電 極 端 子 が 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 上 に 重 ね ら れ て い る 場
合 に は 、 上 記 端 部 電 極 端 子 と 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と が 上 記 相 手 方 端 部 電 極 端 子 を 介 し て 導
通 状 態 と な り 、 上 記 相 手 方 端 部 電 極 端 子 が 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 か ら 外 れ て い る 場 合 に は 、
上 記 端 部 電 極 端 子 と 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 は 非 導 通 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
し た が っ て 、 異 方 性 導 電 材 を 介 し て の 圧 着 後 に お い て 、 上 記 端 部 電 極 端 子 と 上 記 ず れ 量 検
出 電 極 と の 間 が 、 シ ョ ー ト （ 導 通 ） で あ る か オ ー プ ン （ 非 導 通 ） で あ る か を 電 気 的 に 検 査
す る こ と に よ り 、 ず れ 量 の 許 容 範 囲 内 ， 許 容 範 囲 外 を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 の 幅 は 、 上 記 第 １ 電 極 端 子 群 と 上 記 第 ２ 電 極 端 子 群 と の 間 で 許
容 さ れ る ず れ 量 に 応 じ て 、 例 え ば 端 部 電 極 端 子 の １ ／ ２ 幅 ， １ ／ ３ 幅 な ど の よ う に 適 宜 決
め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 端 部 電 極 端 子 と 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と の 間 の シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 は 、 そ の 双 方 に
プ ロ ー ブ を 立 て て 行 な わ れ る が 、 そ の 作 業 を 容 易 に す る う え で 、 上 記 端 部 電 極 端 子 の 一 部
分 お よ び 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 の 一 部 分 が 、 そ れ ぞ れ 上 記 相 手 方 端 部 電 極 端 子 が 重 ね ら れ る
領 域 の 外 側 に 引 き 出 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 が 上 記 内 縁 延 長 線 に 接 し て 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 こ
れ に よ れ ば 、 上 記 端 部 電 極 端 子 の 双 方 で シ ョ ー ト で あ れ ば 、 ず れ 量 が 許 容 範 囲 内 と 判 定 で
き 、 い ず れ か 一 方 の 上 記 端 部 電 極 端 子 側 で オ ー プ ン で あ れ ば 、 ず れ 量 が 許 容 範 囲 外 と 判 定
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 端 部 電 極 端 子 を 含 め て 電 極 端 子 が 銅 箔 か ら な る 場 合 、 通 常 、 そ の 厚 み は 約 ３ ５ μ ｍ で
あ り 、 こ れ に 対 し て 、 導 電 粒 子 の 粒 径 は 約 １ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 は 、
上 記 端 部 電 極 端 子 よ り も 幅 が 狭 く 、 し か も 上 記 端 部 電 極 端 子 が 上 記 の よ う に 上 記 内 縁 延 長
線 に 接 し て 配 置 さ れ る 場 合 に は 、 そ の 外 縁 側 が ブ ラ ン ク 部 分 と な り 、 異 方 性 導 電 材 に よ る
接 着 力 が 確 保 さ れ 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ れ を 防 止 す る 意 味 で 、 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と 、 上 記 外 縁 延 長 線 と の 間 に は 、 ず れ 量 の 検
出 に 関 与 し な い ダ ミ ー 電 極 が 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 と は 独 立 し て 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 別 の 態 様 と し て 、 上 記 ず れ 量 検 出 電 極 は 、 そ の 中 心 線 が 上 記 端 部 電 極 端 子 の 中 心 線
上 に 合 致 す る よ う に 配 置 さ れ て い て も よ く 、 こ れ に よ っ て も 、 上 記 と 同 様 な 作 用 ・ 効 果 が
得 ら れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 第 １ 回 路
基 板 １ ０ の 電 極 接 続 部 １ ０ ａ を 示 す 平 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ の 電 極 接 続 部
２ ０ ａ を 示 す 平 面 図 で 、 図 ２ は 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ の 各 電 極 接 続 部 １ ０
ａ ， ２ ０ ａ を 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ を 挟 ん で 対 向 さ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ は 、 と も に フ レ キ シ ブ ル 基 板 ， と も に 硬 質 基 板 も し
く は 一 方 が フ レ キ シ ブ ル 基 板 ， 他 方 が 硬 質 基 板 の い ず れ の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。 な
お 、 い ず れ か 一 方 が 例 え ば 液 晶 パ ネ ル の 端 子 部 の よ う な Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る 透 明 電 極 の リ ー ド
端 子 を 備 え た ガ ラ ス 基 板 も し く は プ ラ ス チ ッ ク 基 板 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 異 方 性 導 電 膜
３ ０ に 代 え て 、 異 方 性 導 電 樹 脂 が 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と が 、 と も に フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ る と し て 、 第 １
回 路 基 板 １ ０ の 電 極 接 続 部 １ ０ ａ に は 、 ベ ー ス フ ィ ル ム １ １ 上 に 形 成 さ れ た 銅 箔 よ り な る
各 リ ー ド 配 線 か ら 引 き 出 さ れ た 電 極 端 子 １ ２ ａ ～ １ ２ ｎ （ ｎ は 特 定 の 数 を 意 味 し な い ） を
含 む 電 極 端 子 群 １ ２ が 露 出 さ れ て お り 、 電 極 接 続 部 １ ０ ａ 以 外 の 部 分 は レ ジ ス ト 膜 １ ３ に
よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 電 極 端 子 １ ２ ａ ～ １ ２ ｎ は 短 冊 形 状 で あ っ て 、 所 定 の ピ ッ チ で 配
列 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ の 電 極 接 続 部 １ ０ は 、 ベ ー ス フ ィ ル ム １ １ の 端 部
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ の 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ に は 、 ベ ー ス フ ィ ル ム ２ １ 上 に 形 成 さ れ た 銅 箔 よ り
な る 各 リ ー ド 配 線 か ら 引 き 出 さ れ た 電 極 端 子 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｎ を 含 む 電 極 端 子 群 ２ ２ が 露 出
さ れ て い る 。 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ 以 外 の 部 分 は レ ジ ス ト 膜 ２ ３ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る が 、
こ の 場 合 、 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ は 窓 枠 状 に 開 口 さ れ て お り 、 そ の 周 囲 が レ ジ ス ト 膜 ２ ３ に て
囲 ま れ て い る 。 電 極 端 子 群 ２ ２ は 電 極 端 子 群 １ ２ と 対 応 し て お り 、 電 極 端 子 ２ ２ ａ ～ ２ ２
ｎ の 幅 寸 法 お よ び 配 列 ピ ッ チ は 、 電 極 端 子 １ ２ ａ ～ １ ２ ｎ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 こ の 例 で は 、 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ の 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ 上 に 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ を 介 し て
第 １ 回 路 基 板 １ ０ の 電 極 接 続 部 １ ０ ａ を 重 ね る よ う に し て お り 、 し た が っ て 実 際 に は 、 第
１ 回 路 基 板 １ ０ の 電 極 接 続 部 １ ０ ａ は 、 図 １ （ ａ ） に お い て 紙 面 の 裏 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 こ の 例 に お い て 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電
極 接 続 部 １ ０ ａ に 対 す る 電 極 端 子 群 １ ２ の 引 き 出 し 方 向 と 、 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ に 対 す る 電
極 端 子 群 ２ ２ の 引 き 出 し 方 向 と が 同 じ 向 き と な る よ う に し て 重 ね 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 １ 回 路 基 板 １ ０ 側 の 電 極 端 子 群 １ ２ に 含 ま れ る 電 極 端 子 １ ２ ａ ～ １ ２ ｎ の う ち 、 両 端 に
位 置 す る 電 極 端 子 １ ２ ａ ， １ ２ ｎ を 端 部 電 極 端 子 、 同 じ く 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ 側 の 電 極 端 子
群 ２ ２ に 含 ま れ る 電 極 端 子 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｎ の う ち 、 両 端 に 位 置 す る 電 極 端 子 ２ ２ ａ ， ２ ２
ｎ を 端 部 電 極 端 子 と し て 、 こ の 例 に お い て は 、 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ
， ２ ２ ｎ の 部 分 に 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と の 間 の ず れ 量 を 検 出 す る ず れ
量 検 出 手 段 ４ ０ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ず れ 量 検 出 手 段 ４ ０ は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ 側 と 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ｎ 側 と で 左 右 対 称
で あ る 点 を 除 い て 同 一 構 成 で あ る た め 、 一 方 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ 側 の 構 成 要 素 に は 参 照
符 号 の 末 尾 に Ｌ を 付 し 、 他 方 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ｎ 側 の 構 成 要 素 に は 参 照 符 号 の 末 尾 に Ｒ
を 付 し て 、 そ の 構 成 を 説 明 す る 。 な お 、 他 方 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ｎ 側 の 構 成 要 素 に つ い て
は 、 そ の 参 照 符 号 を 括 弧 内 に 記 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の ず れ 量 検 出 手 段 ４ ０ に は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） 自 体 と 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４
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１ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） と が 含 ま れ る 。 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ
（ ２ ２ ｎ ） の 電 極 端 子 群 の 中 心 側 の 内 縁 Ｉ Ｅ に 沿 う 内 縁 延 長 線 と 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２
２ ｎ ） の 外 縁 に 沿 う 外 縁 延 長 線 と で 挟 ま れ る 端 部 電 極 端 子 延 長 領 域 で あ っ て 、 か つ 、 異 方
性 導 電 膜 ３ ０ を 介 し て 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ａ （ １ ２ ｎ ） が 重 ね ら れ る 領 域 （ 図 ４ の
ハ ッ チ ン グ 部 分 ） 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） と 同 じ く 銅 箔 パ タ ー
ン よ り な る が 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） と は 電 気 的 に 絶 縁 す る よ う に 形 成 さ れ て お
り 、 そ の 幅 Ｗ ２ は 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 幅 Ｗ １ よ り も 狭 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 電 極 端 子 群 ２ ２ の 中 心 側 寄 り の 縁 を 内 縁 Ｉ Ｅ と し 、 そ の
反 対 側 の 縁 を 外 縁 Ｏ Ｅ と し て 、 こ の 例 に お い て は 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） は 、
端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 内 縁 Ｉ Ｅ の 延 長 線 で あ る 内 縁 延 長 線 に 接 す る よ う に 配 置
さ れ て お り 、 ず れ の 許 容 値 に 応 じ て 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 幅 Ｗ ２ が 選 択 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
例 え ば 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と の 間 の ず れ の 許 容 値 を 、 端 部 電 極 端 子 ２
２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 幅 Ｗ １ の １ ／ ２ と す る な ら ば Ｗ ２ ＝ Ｗ １ ／ ２ に 設 定 さ れ 、 ず れ の 許 容 値
を 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 幅 Ｗ １ の １ ／ ３ と す る な ら ば Ｗ ２ ＝ Ｗ １ ／ ３ に 設 定 さ
れ る 。 な お 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ 側 の 電 極 端 子 を 含 め て 他 の 電 極 端 子 の 幅 も 、 端 部 電 極 端 子
２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） と 同 じ く す べ て Ｗ １ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 に よ る と 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と を 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ を 介 し て 圧
着 し た 後 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） と ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） と の 間 を 対
象 と し て 、 導 通 チ ェ ッ カ ー な ど の 検 査 器 を 用 い て 電 気 的 な シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 を 実 施
す る こ と に よ り 、 回 路 基 板 １ ０ ， ２ ０ 間 の ず れ 量 の 良 否 判 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 に は 、 図 示 し な い ２ 本 の プ ロ ー ブ が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 一 方
の プ ロ ー ブ を 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） 側 に 接 触 さ せ 、 他 方 の プ ロ ー ブ を ず れ 量 検 出
電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） 側 に 接 触 さ せ る の で あ る が 、 そ の 作 業 を 容 易 に す る た め 、 端 部 電 極
端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） お よ び ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 各 一 部 分 を 、 相 手 方 の 端
部 電 極 端 子 １ ２ ａ （ １ ２ ｎ ） が 重 ね ら れ る 領 域 の 外 側 に 引 き 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
具 体 的 に 説 明 す る と 、 こ の 例 に お い て は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 外 縁 Ｏ Ｅ 側 か
ら リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ （ ４ ２ Ｒ ） を 引 き 出 し て 、 こ の リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ （ ４ ２ Ｒ ） の 端 部 と 、 ず
れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 端 部 と を 、 電 極 接 続 部 ２ ０ ａ か ら 反 端 部 電 極 端 子 側 に 向
け て レ ジ ス ト 膜 ２ ３ の 下 に 潜 り 込 ま せ る よ う に 延 在 さ せ 、 レ ジ ス ト 膜 ２ ３ の 一 部 分 に プ ロ
ー ブ 接 触 用 と し て 、 そ れ ら の 各 端 部 を 露 出 さ せ る た め の 開 口 部 ２ ３ ａ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） は 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） よ り も 幅 が 狭 く 、 し
か も ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） が 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） の 内 縁 Ｉ Ｅ 側 寄 り
に 配 置 さ れ て い る た め 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 脇 （ 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２
２ ｎ ） の 外 縁 Ｏ Ｅ 側 ） に は 、 銅 箔 が 存 在 し な い 比 較 的 大 き な ブ ラ ン ク 部 分 が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
通 常 、 パ タ ー ン を 形 成 す る 銅 箔 の 厚 み は 約 ３ ５ μ ｍ で あ る た め 、 銅 箔 が 存 在 す る 部 分 と 存
在 し な い ブ ラ ン ク 部 分 と で は 大 き な 高 低 差 が 生 じ 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 接
続 安 定 性 と 、 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ に よ る 接 着 力 が 確 保 さ れ 難 く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ れ を 防 止 す る 意 味 で 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の 脇
に 、 ず れ 量 の 検 出 に 関 与 し な い 銅 箔 よ り な る ダ ミ ー 電 極 ４ ３ Ｌ （ ４ ３ Ｒ ） を 、 ず れ 量 検 出
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電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） と 独 立 ， 離 間 し て 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ３ に 、 一 方 の ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ の 脇 に ダ ミ ー 電 極 ４ ３ Ｌ を 形 成 し た 状 態 の 断 面 図 を
示 す が 、 こ れ に よ れ ば 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ の 近 辺 で の 高 低 差 が な く な り 、 異 方 性 導 電
膜 ３ ０ に 含 ま れ て い る 粒 子 径 が １ ０ μ 以 下 の 導 電 粒 子 ３ ａ に よ る ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ の
接 続 安 定 性 と 、 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ に よ る 接 着 力 が 確 保 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し て 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と を 異 方 性
導 電 膜 ３ ０ を 圧 着 し た 後 に お い て 、 上 記 し た ず れ 量 検 出 手 段 ４ ０ を 用 い て 、 そ の 相 対 的 な
ず れ 量 の 良 否 判 定 の 仕 方 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ は 、 電 極 接 続 部 １ ０
ａ ， ２ ０ ａ の ほ ぼ 全 面 に わ た っ て 配 置 さ れ る 。 ま た 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） の
幅 Ｗ ２ は 、 Ｗ １ ／ ２ 幅 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ４ （ ａ ） は 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ と が 、 そ れ ら の 間 に ほ と ん ど ず れ が
な い 状 態 で 接 続 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 左 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ と ず れ 量
検 出 電 極 ４ １ Ｌ と は 、 異 方 性 導 電 膜 ３ ０ を 介 し て 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ａ に よ り 導 通
さ れ 、 ま た 、 右 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ｎ と ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ と は 、 異 方 性 導 電 膜 ３ ０
を 介 し て 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ｎ に よ り 導 通 状 態 と な る 。 し た が っ て 、 シ ョ ー ト ・ オ
ー プ ン 検 査 で は 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ 間 お よ び ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ
－ リ ー ド 線 ４ ２ Ｒ 間 は 、 と も に シ ョ ー ト と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ （ ｂ ） は 、 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ に 対 し て 第 １ 回 路 基 板 １ ０ が 左 側 に Ｗ １ ／ ２ 幅 以 上 ず れ
た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 左 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ に お い て は 、 相 手 方 の 端 部 電
極 端 子 １ ２ ａ が ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ か ら 外 れ る 。 こ れ に 対 し て 、 右 側 の 端 部 電 極 端 子 ２
２ ｎ で は 、 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ｎ が ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ 上 に 存 在 し て い る 。 し た
が っ て 、 シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 で は 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ 間 は オ ー
プ ン で 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｒ 間 は シ ョ ー ト と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ４ （ ｃ ） は 図 ４ （ ｂ ） と は 反 対 に 、 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ に 対 し て 第 １ 回 路 基 板 １ ０ が 右 側
に Ｗ １ ／ ２ 幅 以 上 ず れ た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 左 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ に お い
て は 、 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ａ が ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ 上 に 存 在 し て お り 、 こ れ に 対
し て 、 右 側 の 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ｎ で は 、 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ｎ が ず れ 量 検 出 電 極 ４
１ Ｒ か ら 外 れ る 。 し た が っ て 、 シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 で は 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ － リ
ー ド 線 ４ ２ Ｌ 間 は シ ョ ー ト で 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｒ 間 は オ ー プ ン と な
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に し て 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ 間 も し く は ず れ 量 検 出 電 極 ４ １
Ｒ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｒ 間 の い ず れ か 一 方 が オ ー プ ン で あ れ ば 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路
基 板 ２ ０ と の ず れ 量 が 許 容 値 （ 上 記 の 例 で は 、 Ｗ １ ／ ２ 幅 ） を 超 え て お り 、 接 続 不 良 と 判
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
変 形 例 と し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｌ （ ４ １ Ｒ ） を 端 部 電 極 端 子 ２ ２
ａ （ ２ ２ ｎ ） に 対 し て 、 例 え ば そ れ ら の 中 心 線 を 合 わ せ て 配 置 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 第
１ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ の ず れ が 許 容 値 を 超 え た と き に は 、 ず れ 量 検 出 電 極 ４
１ Ｌ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｌ 間 お よ び ず れ 量 検 出 電 極 ４ １ Ｒ － リ ー ド 線 ４ ２ Ｒ 間 は と も に オ ー プ
ン と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 端 部 電 極 端 子 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｎ ） お よ び そ の 相 手 方 の 端 部 電 極 端 子 １ ２ ａ （ １ ２ ｎ ）
は 、 ず れ 量 検 出 の た め だ け に 設 け ら れ て も よ い し 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ と 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０
と の 電 気 的 な 接 続 に 関 与 す る 電 極 端 子 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ず れ 量 検 出 手 段 ４
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０ を 第 ２ 回 路 基 板 ２ ０ 側 で は な く 、 第 １ 回 路 基 板 １ ０ 側 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 回 路 基 板 側 の 電 極 端 子 群 と 第 ２ 回 路 基 板 側 の
電 極 端 子 群 と を 異 方 性 導 電 材 を 介 し て 電 気 的 ・ 機 械 的 に 接 続 す る 回 路 基 板 の 接 続 構 造 に お
い て 、 い ず れ か 一 方 の 電 極 端 子 群 に 含 ま れ る 端 部 電 極 端 子 の 各 々 に 、 そ の 端 部 電 極 端 子 の
電 極 端 子 群 の 中 心 側 の 内 縁 に 沿 う 内 縁 延 長 線 と 端 部 電 極 端 子 の 外 縁 に 沿 う 外 縁 延 長 線 と で
挟 ま れ る 端 部 電 極 端 子 延 長 領 域 で あ っ て 、 か つ 、 い ず れ か 他 方 の 電 極 端 子 群 に 含 ま れ る 相
手 方 端 部 電 極 端 子 が 重 ね ら れ る 領 域 内 に 、 端 部 電 極 端 子 よ り も 狭 い ず れ 許 容 幅 を 有 す る ず
れ 量 検 出 電 極 を 形 成 し た こ と に よ り 、 第 １ ， 第 ２ 回 路 基 板 の 圧 着 後 に 、 端 部 電 極 端 子 － ず
れ 量 検 出 電 極 間 を 対 象 と し て 電 気 的 な シ ョ ー ト ・ オ ー プ ン 検 査 を 行 う だ け で 、 対 向 電 極 間
の ず れ 量 の 良 否 判 定 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 回 路 基 板 お よ び 第 ２ 回 路 基 板 の 各 電 極 接 続 部 を 示 す
平 面 図 。
【 図 ２ 】 上 記 第 １ 回 路 基 板 お よ び 第 ２ 回 路 基 板 の 対 応 関 係 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る ず れ 量 検 出 電 極 部 分 を 示 す 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 上 記 第 １ 回 路 基 板 お よ び 第 ２ 回 路 基 板 の ず れ 量 検 出 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に お け る ず れ 量 検 出 電 極 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 の 説 明 に お い て 、 異 方 性 導 電 材 に よ る 接 続 状 態 を 示 す 拡 大 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， ２ ０ 　 回 路 基 板
１ ０ ａ ， ２ ０ ａ 　 電 極 接 続 部
１ ２ ， ２ ２ 　 電 極 端 子 群
１ ２ ａ ， １ ２ ｎ ， ２ ２ ａ ， ２ ２ ｎ 　 端 部 電 極 端 子
３ ０ 　 異 方 性 導 電 膜
４ ０ 　 ず れ 量 検 出 手 段
４ １ Ｌ ， ４ １ Ｒ 　 ず れ 量 検 出 電 極
４ ２ Ｌ ， ４ ２ Ｒ 　 リ ー ド 線
４ ３ Ｌ ， ４ ３ Ｒ 　 ダ ミ ー 電 極
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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